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開催日  令和２年５月 13 日(水) 

  



袋井市都市計画審議会会議録 

（書面開催による意見聴取結果） 

 

 

１ 実施方法   新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、また今回は案件が付議事項

ではなく報告事項であることを鑑み書面にて資料を送付し、意見等を承る

書面開催とした。 

 

２ 実施期間  ・案件資料送付            令和 2 年 4月 16 日 

・意見書提出期限           令和 2年 5 月 13 日まで 

・意見書に対する市の考え方を送付 令和 2年 5月 21 日 

 

３ 議事 

 (1) 報告事項 

  第１号報告 中遠広域都市計画道路の変更 

 

  第２号報告 ふくろいの“みち”に関する基本的な方針（案）について 

 

  

  



 第 1 号報告 「中遠広域都市計画道路の変更・廃止等」に対する意見等 

 

第 2 号報告 「ふくろいの“みち”に関する基本的な方針（案）」に対する意見等 

NO. 意見・提言等 市の考え方 

1 

 

 

●●委員 

芝東西線、諸井北小線、及び浅名五十岡線

の変更理由が「コンパクトで～」となってい

るが、抽象的でわかりにくいと思われる。具

体的に「都市マスタープランに基づき、地区

の土地利用計画の変更」など、理由が理解で

きるようにしていただきたい。 

 

 

上位計画である都市計画マスタープランの

考え方や、当初決定の背景を示すなど、具体

的な表現に修正します。 

NO. 意見・提言等 市の考え方 

1 

 

●●委員 

都市計画マスタープランに「防災上重要な

ネットワーク」が軸（14頁）として想定され

ているが、道路計画にも反映されるべきと考

える。緊急輸送路・広域避難路などが該当す

るのではないか。 

 

 

静岡県や本市が指定する緊急輸送路、また

浜岡地域原子力災害広域避難計画に基づく広

域避難路につきましては、災害時の迅速な救

援・救急と円滑な復旧・復興を支える“みち”

として、道路基本計画図（17 頁）に位置づけ

ております。 

 

2 ●●委員 

全体像について、都市の骨格である道路ネ

ットワークの再編という大きな構想であり

良い構想だと思われる。基本方針 2（26 頁か

ら）の詳細のイメージ（写真）が、日本全国

どこでも見られるものであり、かつ少し古い

ものなのが気になる。 

また、居酒屋やオープンカフェなど、商業

に頼るだけではない袋井市らしい“みち”の

プレイスメイキングを検討していかないと

日本中どこに行っても同じ風景になってし

まう。なお、導入エリアの検討も合わせて行

う必要があると思われる。 

 

  

本方針（基本方針 2）では、これまで整備し

た“みち”の新たな機能・価値の創出につい

て、これからの方向性・考え方を示させてい

ただきました。 

具体的な実施方法つきましては、今後、企

業・団体・地域等と連携しながら、袋井とい

う場の個性を活かした中で、人々が憩い・集

う場として“にぎわい”・“活気”・“魅力”の

創出に向けて活用方法や実施エリアを検討し

ていきたいと考えています。 

3 ●●委員   



 

以上のとおり意見・提言等が提出され、これに対し市の考え方を示し都市計画審議会（書

面開催）を閉会した。 

 

 

 

 

公共交通ネットワーク（29 頁）では、高齢

者の移動問題を解決していく必要があり道

路整備と同等に整備していかなければなら

ない問題であると思う。研究だけでなく、導

入に向けた検討を行い、無人運転も実用化に

向けている昨今、先行事例を作るという方針

が良いと思われる。 

 

公共交通ネットワークは、まちづくりを進

めるうえで関係性が深く、非常に重要なもの

と考えています。 

今後、まちづくりと連携した中で、地域に

とって望ましい公共交通ネットワークの姿を

示す「公共交通網形成計画」の策定を予定し

ています。頂いたご意見を参考に策定に取り

組んでまいります。 

 

4 ●●委員 

23 頁の照明灯は、器具の変更ではなく、照

明計画も合わせて行い、あかりのまちづくり

を導入したらどうか。 

 

街灯等の道路構造物の更新の際には、単に

更新するだけでなく、まちの雰囲気や資源と

調和した計画を立案したうえで、実施したい

と考えております。 

 


